
JA長野県グループから御嶽海関に化粧まわしを贈呈

レポート A-Reports 
・きのことお花で幸せ気分をアップ!!　～銀座NAGANOで講座を開催～

・８月旧盆に欠かせない「コギク」の産地化に向けて　～北信コギク立毛品評会を実施～

・御嶽海関の更なる活躍を願って　～ＪＡ長野県グループから化粧まわし贈呈～

全農長野県本部情報／グリーン レーダー

・生産基盤強化と販売力・商品提案力の強化
  ～中期事業ビジョン（平成28年～30年度）に生産販売部が行うこと～
・  信州産畜産酪農品のブランド販売強化に向けて
・  商系燃料事業者との差別化をはかれ！
『Ｄｒ．おうちのエネルギー診断』活動について

重点事業方針  A-Policy 
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A‒チャンネル

生
産
基
盤
強
化
と
販
売
力
・
商
品
提
案
力
の
強
化

〜
中
期
事
業
ビ
ジ
ョ
ン（
平
成
28
年
〜
30
年
度
）に
生
産
販
売
部
が
行
う
こ
と
〜

生産販売部
３
．
販
売
力
の
強
化

　

重
点
顧
客
へ
の
安
定
供
給
・
契
約
履
行

は
当
然
で
あ
り
、
相
手
先
は
そ
の
商
品
納

品
力
を
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
に
求
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
生
産
面
か
ら
の

一
貫
し
た
体
制
作
り
と
、
相
手
先
の
求
め

る
商
品
形
態
を
確
実
に
作
り
上
げ
る
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
場
流
通
、
直
販
流
通
の
多
様
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
を
持
つ
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ

で
は
、
引
き
続
き
生
産
者
手
取
の
最
大
化

に
向
け
て
契
約
取
引
の
見
直
し
を
随
時
行

い
、
常
に
最
適
な
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
模
索

し
、
商
品
を
供
給
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
形
で
消
費
者
の
需
要
動

向
を
把
握
で
き
る
時
代
背
景
と
な
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
含
め
た
多
彩
な
流

通
手
段
が
確
立
さ
れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ

ら
の
有
効
的
な
利
用
方
法
を
探
り
、
販
売

企
画
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
思
わ
れ
ま
す
。

４
．商
品
提
案
力
の
強
化（
ブ
ラ
ン
ド
強
化
）

　

長
野
県
の
耕
作
地
は
、
標
高
３
０
０
m

か
ら
１
，
５
０
０
m
ま
で
高
低
差
が
あ
り
、

地
形
も
平
坦
な
盆
地
や
丘
陵
地
か
ら
山
あ

い
の
地
域
ま
で
多
様
な
条
件
を
有
し
て
い

ま
す
。
温
暖
な
南
部
か
ら
豪
雪
地
帯
の
北

部
ま
で
様
々
な
条
件
の
中
で
適
地
適
作
の

農
産
物
（
米
、
野
菜
、
果
樹
、
花
き
、
き

の
こ
）
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ
れ
て
い

る
長
野
県
で
は
、
他
県
で
は
真
似
の
で
き

な
い
農
産
物
総
合
供
給
基
地
と
し
て
の
提

案
力
も
あ
り
ま
す
。
顧
客
は
産
地
側
か
ら

の
積
極
的
な
販
売
提
案
を
待
っ
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
る
今
、
そ
れ
に
応
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
生
産
販
売
部
と
し
て

『
総
合
宣
伝
』
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、

統
一
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
な
が
の
の
ゲ
ン

キ
☆
み
ら
い
の
ミ
カ
タ
」
を
策
定
し
ま
し

た
（
本
誌
２
０
１
５
年
10
月
号
既
報
）。

今
後
ロ
ゴ
マ
ー
ク
「
信
州
三
ツ
山
」、
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
信
州
力
」
と
と
も
に

各
種
情
報
発
信
の
際
に
は
必
ず
添
え
て
、

長
野
県
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
統
一
し
、

消
費
者
へ
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
が

さ
れ
た
後
、
我
が
国
の
農
業
の
行
く
末
を

案
じ
る
声
が
様
々
な
形
で
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
農
協
改
革
に
つ
い
て
も
そ
の
方

法
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
最
中
で
す
。

こ
の
よ
う
に
情
勢
が
混
沌
と
し
て
い
る
時

代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
我
々
Ｊ
Ａ
長
野
県

グ
ル
ー
プ
は
全
国
の
先
陣
に
立
ち
、
長
野

県
５
万
軒
余
の
販
売
農
家
の
手
取
最
大
化

を
念
頭
に
、
常
に
問
題
意
識
を
持
ち
な
が

ら
行
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大

　

農
産
物
の
消
費
は
、
店
頭
販
売
や
共
同

購
入
な
ど
「
生
」
で
の
販
売
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
が
、
生
食
販
売
を
超
え
る
物
量

が
業
務
加
工
用（
外
食
、弁
当
・
惣
菜
、カ
ッ

ト
、
加
工
原
料
等
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

そ
の
業
務
筋
か
ら
は
当
然
の
よ
う
に

「
お
手
頃
価
格
」
で
「
安
定
的
な
供
給
」

を
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
応
え
る
た

め
に
は
現
状
の
栽
培
方
法
の
中
で
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
生
産
規
模
を
拡
大

す
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
し
、
多
収

穫
・
省
力
型
栽
培
の
技
術
を
駆
使
し
て
効

率
的
な
農
業
生
産
を
行
う
「
専
用
栽
培
」

に
よ
り
、
確
実
に
実
現
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

更
に
多
種
多
様
な
販
売
先
へ
の
対
応
を

図
る
産
地
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
現
状
の

生
産
基
盤
の
維
持
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

遊
休
荒
廃
地
の
再
興
も
視
野
に
入
れ
て
進

む
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
． 

集
出
荷
対
策
の
向
上

 

（
共
販
・
施
設
対
策
）

　

業
務
加
工
用
も
含
め
、
一
農
業
者
で
は

供
給
能
力
に
欠
け
る
大
規
模
取
引
に
つ
い

て
は
、
関
係
Ｊ
Ａ
生
産
部
会
へ
の
提
案
を

し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
部
会
内
に
グ
ル
ー

プ
を
作
り
複
数
共
計
の
形
で
の
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
こ

れ
か
ら
農
地
集
積
が
更
に
加
速
す
る
情
勢

の
中
、
大
規
模
生
産
者
や
農
業
生
産
法
人

に
対
し
て
販
売
企
画
提
案
を
Ｊ
Ａ
と
共
に

行
い
、
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
と
生

産
者
ニ
ー
ズ
を
繋
ぐ
役
目
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
出
荷
販
売
に
欠
か
せ
な
い
集

出
荷
施
設
に
つ
い
て
は
よ
り
効
率
的
な
利

用
方
法
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
品
目
横
断

的
に
、
ま
た
Ｊ
Ａ
の
垣
根
を
超
え
て
そ
の

方
策
を
練
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
の
農
業
生
産
額
は
、毎
年
の
気
象
災
害
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
ほ
ぼ「
維

持
」
の
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
生
産
実
態
は
過
去
と
比
べ
る
と
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
で
中
小
農
家
数
が
減
り
、
大
規
模
農

家
へ
の
農
地
集
積
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
遊
休
荒
廃
地
も
大
き
な
課
題
と
し
て

残
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
消
費
面
で
は
多
様
な
消
費
形
態
、
多
彩
な
流
通
チ
ャ
ネ
ル
が
生
ま
れ
て

く
る
中
で
、
従
来
と
は
違
っ
た
視
点
で
農
産
物
流
通
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
で
は
今
後
３
ヶ
年
の

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
、
生
産
購
買
部
と
協
調

し
な
が
ら
、
以
下
の
方
針
に
沿
っ
て
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

効率的な生産の一助となるリンゴのわい化栽培

選果施設を再編整備した共選所

JA長野県農産物のロゴマーク「信州三ツ山マーク」とPRキャラクター「信州力」

商談会で新たな販売先を探る
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A‒チャンネル

信
州
産
畜
産
酪
農
品
の

ブ
ラ
ン
ド
販
売
強
化
に
向
け
て

畜産酪農部
【
肉
牛
】

　
「
信
州
肉
牛
」
の
総
称
で
、
和
牛
（
年

間
３
，
６
０
０
頭
）、
交
雑
牛
（
年
間
３
，

０
０
０
頭
）
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
信
州
和
牛
」
は
、
肉
の
き
め
細

か
さ
や
う
ま
味
の
点
で
、
長
野
県
内
は
も

と
よ
り
大
阪
・
京
都
の
各
食
肉
市
場
を
通

じ
て
、
牛
肉
消
費
量
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
関
西
の
皆
様
に
も
高
い
評
価
を
頂
い
て

い
る
牛
肉
で
す
。

　

平
成
21
年
よ
り
長
野
県
独
自
の
認
定
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
「
信
州
プ
レ
ミ

ア
ム
牛
肉
」
と
し
て
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

香
り
の
高
さ
や
口
溶
け
の
良
さ
の
指
標
と

な
る
オ
レ
イ
ン
酸
含
有
率
を
基
準
に
用
い

る
認
定
方
法
は
、
全
国
に
先
駆
け
た
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
12
月
か
ら
は
大
阪
・
京
都
の
各

食
肉
市
場
で
も
認
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

買
参
人
か
ら
は
「
信
プ
レ
」
の
愛
称
で
呼

ば
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

和
牛
と
乳
用
牛

を
掛
け
合
わ
せ
た

交
雑
牛
「
信
州
ア

ル
プ
ス
牛
」
は
、

和
牛
の
肉
質
と
短

期
間
で
肥
育
で
き

る
乳
用
種
の
良
い

と
こ
ろ
を
併
せ

持
っ
た
値
頃
感
の

あ
る
牛
肉
と
し
て
、

長
年
、
県
内
の
Ａ
・
コ
ー
プ
を
中
心
に
根

強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
枝
肉
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
位
で
あ

る
名
誉
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
県
下
の
肉

牛
肥
育
技
術
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
い
も
の

の
、
全
国
的
に
素
牛
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
現
状
で
は
な
か
な
か
生
産
基
盤
の
拡
大

が
す
す
ん
で
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
ブ
ラ

ン
ド
販
売
強
化
の
た
め
の
頭
数
確
保
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
豚
肉
】

　
「
〜
♪
今
夜
の
お
か
ず
は
信
州
ポ
ー
ク

♪
〜
」の
Ｃ
Ｍ
で
お
馴
染
み
の「
信
州
ポ
ー

ク
」
は
、今
年
度
、Ｃ
Ｍ
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
リ
ッ
キ
ー
」
の
着
ぐ
る
み
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
リ
ッ
キ
ー
は
、
松
本
山

雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
Ｊ
Ａ
全
農
長
野

デ
ー
で
の
お
披
露
目
か
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
「
信
州
ポ
ー
ク
」
は
、
県

内
生
産
者
か
ら
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
に

出
荷
さ
れ
た
豚
肉
の
総
称
で
あ
り
、
現
在
、

県
下
で
約
６
８
，
０
０
０
頭
の
年
間
出
荷

が
あ
り
ま
す
。
飼
料
の
中
味
に
も
こ
だ
わ

り
、生
産
情
報
の
記
録
な
ど
に
よ
る
安
全
・

安
心
に
も
取
り
組
み
、
販
売
先
や
取
扱
量

販
店
か
ら
も
そ
の
品
質
の
良
さ
、
美
味
し

さ
で
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。
代
表

的
な
も
の
に
Ａ
・
コ
ー
プ
で
販
売
さ
れ
て

い
る
「
信
州
Ａ
ポ
ー
ク
」
や
「
北
信
州
み

ゆ
き
ポ
ー
ク
」、
ニ
シ
ザ
ワ
シ
ョ
ッ
パ
ー

ズ
で
販
売
さ
れ
て
い
る「
駒
ケ
岳
山
麓
豚
」、

飯
田
地
区
の
キ
ラ
ヤ
で
販
売
さ
れ
て
い
る

「
純
味
豚
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
信

州
産
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
良
さ
も
あ
り
、
関

西
地
区
の
量
販
店
で
の
指
定
農
場
と
し
て

の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

年
々
出
荷
頭
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
肥
育
専
門
農
場
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
子
豚
の
安
定
的
な
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
県
本
部
と

し
て
子
豚
の
安
定
供
給
を
図
り
つ
つ
、「
信

州
産
」
の
品
質
を
評
価
し
て
い
た
だ
け
る

量
販
店
の
皆
様
の
需
要
に
応
え
る
べ
く
、

生
産
頭
数
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

 　

信
州
の
酪
農
家
は
、
約
３
５
０
戸
が
年

間
約
10
万
ト
ン
の
生
乳
を
毎
日
生
産
・
出

荷
し
て
い
ま
す
。
県
本
部
で
は
長
野
県
農

協
直
販
㈱
、
信
州
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
㈱
と
連

携
し
、
乳
製
品
ブ
ラ
ン
ド
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

【
農
協
牛
乳
】

　

オ
レ
ン
ジ
色
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
お
馴
染

み
の
「
農
協
牛
乳
」
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
「
信
州
が
お
い
し
い
」
と
当
県
本
部
の

統
一
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
光
と
風
と
水

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
商

品
は
信
州
産
生
乳
を
１
０
０
％
使
用
し
、

県
内
Ａ
・
コ
ー
プ
、
Ｊ
Ａ
直
営
店
、
Ｊ
Ａ

ま
ご
こ
ろ
宅
配
の
み
で
販
売
し
て
い
る
商

品
で
す
。

　
「
祝
・
善
光
寺
御
開
帳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

「
真
田
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、「
祝
・
御
柱
祭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
、
県
内
の
大
型
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
商

品
の
認
知
度
向
上
と
消
費
拡
大
を
図
っ
て

い
ま
す
。

【
松
本
山
雅o

fficia
l lice

n
se
d
 M
IL
K

 

（
通
称
：
松
本
山
雅
牛
乳
）】

　

こ
ち
ら
は
Ｊ
リ
ー
グ
公
式
商
品
と
な
っ

て
お
り
、
信
州
産
生
乳
を
１
０
０
％
使
用

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
横

縞
）
は
2
代
目
で
、
今
年
の
Ｊ
リ
ー
グ
開

幕
に
合
わ
せ
て
3
代
目
を
計
画
中
で
す
。

【
信
州
の
産
地
が
み
え
る
牛
乳
】

　

信
州
産
生
乳
１
０
０
％
は
も
ち
ろ
ん
、

消
費
期
限
と
製
造
番
号
を
当
県
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
牛
乳
・
乳
製
品
コ
ー
ナ
ー
で

入
力
す
る
と
、
生
乳
生
産
地
と
製
造
工
場

が
確
認
で
き
ま
す
。

【
酪
農
家
の
お
も
て
な
し
】

　

上
伊
那
の
若
手
酪
農
家
が
自
分
た
ち
の

商
品
を
作
ろ
う
と
企
画
し
、
長
野
県
生
乳

生
産
販
売
委
員
会
伊
那
地
区
酪
農
協
議
会

が
Ｊ
Ａ
・
酪
農
協
の
枠
を
超
え
て
協
力
し
、

平
成
27
年
11
月
か
ら
販
売
が
開
始
さ
れ
た

牛
乳
で
す
。

【
信
州
発
え
の
き
ヨ
ー
グ
ル
ト
】

　

信
州
大
学
と
長
野
県
農
協
直
販
㈱
の
共

同
開
発
商
品
で
す
。「
え
の
き
た
け
抽
出

エ
キ
ス
」
と
「
信
州
産
生
乳
」
を
使
用
し
、

信
州
産
に
こ
だ
わ
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
、

ク
リ
ー
ミ
ー
な
食
感
が
楽
し
め
ま
す
。

　

信
州
大
学

「
な
が
の
ブ
ラ

ン
ド
郷
土
推
奨

品
」
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

〈
ブ
ラ
ン
ド
販
売
強
化
の
必
要
性
〉

　

飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
や
素
牛
価
格
の
高
騰
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
な

ど
先
行
き
不
安
に
よ
る
規
模
拡
大
の
遅
れ
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
生
産

基
盤
の
縮
小
な
ど
、
畜
産
酪
農
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
長
野
県
産
畜
産
酪
農
品
を
市
場
で
優
位
販

売
す
る
た
め
に
必
要
な
の
が
ブ
ラ
ン
ド
販
売
の
強
化
で
す
。
全
農
長
野

県
本
部
畜
産
酪
農
部
で
は
、次
期
中
期
計
画（
平
成
28
年
度
〜
30
年
度
）

に
お
い
て
、「
信
州
産
農
畜
産
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
販
売

強
化
と
飼
料
用
米
活
用
に
よ
る
飼
料
コ
ス
ト
低
減
に
よ
り
、
農
家
所
得

の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
柱
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
信
州
産
酪
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
の
紹
介
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

信州プレミアム牛肉ポスター

松本山雅FCホームゲーム「JA全農長野デー」
会場のリッキー

第10回全日本枝肉コンクール名誉賞の枝肉
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A‒チャンネル

商
系
燃
料
事
業
者
と
の
差
別
化
を
は
か
れ
！

『
Ｄ
ｒ
．お
う
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
』活
動
に
つ
い
て

燃料・ホーム
エネルギー課

【
Ｄ
ｒ
．お
う
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
と
は
？
】

　

こ
の
診
断
シ
ス
テ
ム
は
Ｊ
Ａ
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
お
な
じ
み
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

（
＝
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
）
が
開
発
し
た

仕
組
み
で
、
環
境
省
の
「
家
庭
エ
コ
診
断

事
業
」
の
民
間
試
行
事
業
に
も
採
択
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

診
断
作
業
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
か
ら
認
定
さ

れ
た
診
断
士
だ
け
が
行
う
こ
と
が
で
き
、

診
断
費
用
は
無
料
。
診
断
を
受
け
た
９
割

の
お
客
様
が
〝
役
に
立
つ
〞
と
し
て
お
り
、

信
頼
性
の
高
い
診
断
制
度
と
の
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
の
内
容
は
？
】

　
「
お
う
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
」
と
は
、

お
客
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
方
法
が
適
正

か
ど
う
か
を
次
の
３
つ
の
視
点
で
診
断
し

ま
す
。

① 

「
お
う
ち
の
断
熱
性
能
」

　

 　

天
井
・
床
下
・
壁
に
断
熱
材
が
入
っ

て
い
る
か
、
ガ
ラ
ス
窓
が
ペ
ア
ガ
ラ
ス

や
２
重
サ
ッ
シ
に
な
っ
て
い
る
か
、
等

が
診
断
基
準
に
な
り
ま
す
。

②「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
器
具
の
性
能
」

　

 　

例
え
ば
、冷
蔵
庫
は
旧
式（
10
年
前
）

と
最
新
式
で
は
消
費
電
力
が
３
倍
も
異

な
り
ま
す
。
お
使
い
の
器
具
の
種
類
や

製
造
年
が
診
断
の
基
準
に
な
り
ま
す
。

③
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
」

　

 　

例
え
ば
、
冷
暖
房
の
温
度
設
定
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
大
き
く
影
響
を
与
え

ま
す
。
設
定
状
態
や
使
用
時
間
等
が
診

断
の
基
準
に
な
り
ま
す
。

【
必
要
な
お
客
様
情
報
は
？
】

　

診
断
に
必
要
な
情
報
に
は
「
電
気
、
ガ

ス
の
月
々
の
使
用
金
額
」、「
灯
油
・
ガ
ソ

リ
ン
の
使
用
量
」、「
ご
自
宅
の
建
設
時
期
」、

「
使
用
器
具
の
製
造
年
」、「
お
部
屋
の
間

取
り
」
等
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

を
お
客
様
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
す
。

【
診
断
の
結
果
は
？
】

　

お
客
様
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報

を
診
断
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
力
し
、
診

断
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
結
果
報
告
書
を
作

成
し
ま
す
。
報
告
書
に
「
①
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ど
の
程
度
消
費
し
て
い
る
か
」、「
②
同

じ
よ
う
な
環
境（
世
帯
人
数
・
住
居
地
区
）

の
平
均
値
と
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

と
金
額
に
ど
の
程
度
差
が
あ
る
か
」、「
③

そ
の
原
因
は
何
か
」、「
④
何
を
す
れ
ば
節

約
に
つ
な
が
る
か
」
等
を
ま
と
め
、
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
認
定
診
断
士
か
ら
お
客
様
へ
報
告
、

ア
ド
バ
イ
ス
・
提
案
を
行
い
ま
す
。

【
長
野
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
状
況
は
？
】

　

現
在
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
認
定
診
断
士
は
、

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
に
２
名
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
に

３
名
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
に
４
名
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
診
断
士
は
各
種
の
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
参
加
し
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
一
部
の
Ｊ
Ａ
・
地
域
の
取
り
組
み

で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
家
組
合
員
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
活
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
競
合
他
社

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
も

あ
る
た
め
、
先
駆
け
て
実
施
・
展
開
し
他

社
と
の
差
別
化
を
進
め
る
意
義
は
大
き
い

と
考
え
ま
す
。
今
後
は
県
下
Ｊ
Ａ
に
活
動

を
広
げ
て
い
く
べ
く
、
診
断
士
の
養
成
を

継
続
的
に
行
い
、
実
施
地
域
の
拡
大
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
動
向
】

　

お
客
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
取
り
扱
う
石
油
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
需
要
も

縮
小
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
商
系
事
業
者
と
の
顧
客
獲
得

競
争
は
年
々
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
電
力
小

売
の
全
面
自
由
化
が
平
成
28
年
４
月
に
迫
り
、
名
だ
た
る

企
業
が
事
業
参
入
を
意
思
表
示
し
て
い
る
中
で
、
一
部
の

企
業
は
「
電
気
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
セ
ッ
ト
販
売
」
の
準

備
を
進
め
て
お
り
、〝
差
別
化
＝
顧
客
抱
え
込
み
〞
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
差
別
化
策
の
一
つ
と
し
て
Ｊ

Ａ
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
Ｄ
ｒ
．（
ド
ク
タ
ー
）
お
う
ち

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
」
に
つ
い
て
今
回
ご
紹
介
し
ま
す
。

しかも
うちエネ詳しくは で
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全
農
長
野
県
本
部
と
長
野
県
は
１
月
11
日
（
月
・
祝
）、

長
野
県
の
情
報
発
信
拠
点「
銀
座
N
A
G
A
N
O
」（
東
京
・

銀
座
）
で
、
き
の
こ
と
花
き
の
イ
ベ
ン
ト
『
野
菜
ソ
ム
リ

エ
K
A
O
R
U
の
き
の
こ
d
e
信
州
美
人
C
A
F
É
〜
信

州
き
の
こ
と
お
花
が
ア
ナ
タ
の
キ
レ
イ
を
つ
く
り
ま
す

〜
』
を
開
き
ま
し
た
。
新
た
な
年
を
迎
え
た
こ
の
時
期
、

き
の
こ
料
理
で
冬
の
体
調
を
整
え
、
プ
チ
ブ
ー
ケ
づ
く
り

で
幸
せ
気
分
を
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

親
子
連
れ
の
小
学
生
か
ら
70
代
の
ご
夫
婦
ま
で
幅
広
い
年

代
層
の
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
チ
ブ
ー
ケ
作
り
は
、
㈱
日
比
谷
花
壇
の
シ
ニ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
石
井
千
花
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
季
節
の
花
材
と

し
て
県
産
ア
ネ
モ
ネ
を
メ
イ
ン
に
使
い
、
ブ
ー
ケ
を
作
る

際
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ

の
コ
ツ
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
30
分
ほ
ど
で

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
冬
場
に

も
出
荷
が
あ
る
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
や
ダ

リ
ア
を
展
示
し
、
新
品
種
が
登
場
し
花
色

が
豊
富
に
な
っ
て
様
々
な
テ
イ
ス
ト
で
楽

し
め
る
こ
と
や
、
長
野
県
は
冷
涼
な
気
候

を
活
か
し
て
花
の
生
産
も
盛
ん
な
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

飯
綱
町
出
身
の
シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ

K
A
O
R
U
さ
ん
の
講
座
で
は
、「
た
っ
ぷ
り
き
の
こ
と

そ
ば
米
の
豆
乳
生
姜
ス
ー
プ
」
な
ど
、
一
皿
に
盛
り
付
け

ら
れ
た
き
の
こ
料
理
を
食
べ
な
が
ら
調
理
ポ
イ
ン
ト
や
き

の
こ
の
特
徴
、
栽
培
方
法
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
Ｋ
Ａ 

Ｏ

 

Ｒ 

Ｕ 

さ
ん
は
「
き
の
こ
は
１
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
い
ろ
い
ろ

な
種
類
を
取
り
入
れ
る
と
旨
味
が
増
す
、
冬
に
限
ら
ず
１

年
中
安
定
し
て
購
入
で
き
て
キ
レ
イ
（
体
調
改
善
）
に
役

立
つ
食
材
」
と
、
毎
日
の
食
事
に
き
の
こ
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
気
分
が
華
や
ぎ
ま
し
た
」「
き
の
こ
料
理

が
オ
シ
ャ
レ
な
メ
ニ
ュ
ー
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど

と
、
都
会
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
信
州
の
冬
の
農
産
物
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

▼
生
産
販
売
部

き
の
こ
と
お
花
で
幸
せ
気
分
を
ア
ッ
プ
!!

〜
銀
座
N
A
G
A
N
O
で
講
座
を
開
催
〜

　

北
信
園
芸
事
業
推
進
協
議
会
（
事
務
局
／
全

農
長
野
県
本
部
北
信
事
業
所
生
産
販
売
課
）
は
、

コ
ギ
ク
の
栽
培
技
術
や
品
質
の
向
上
、
生
産
拡

大
な
ど
を
目
的
に
平
成
24
年
度
よ
り
立
毛
品
評

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
出
荷
直
前
の
圃
場
に

審
査
員
が
出
向
き
、
用
途
に
適
し
た
商
品
性
、

管
理
技
術
、
圃
場
全
体
の
収
益
性
の
観
点
か
ら
、

草
姿
、
生
育
お
よ
び
管
理
状
況
、
病
害
虫
発
生

の
有
無
な
ど
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
産
地
全
体

の
品
質
・
出
荷
量
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
旧
盆
出
荷
直
前
の
７
月
27
日
㈪

に
行
っ
た
立
毛
品
評
会
で
13
圃
場
の
出
品
の
中

か
ら
上
位
入
賞
者
を
選
び
、
12
月
16
日
㈬
に
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ギ
ク
は
８
月
旧
盆
に
欠
か
せ
な
い
商
材
で
、

墓
参
り
の
必
需
品
と
し
て
底
堅
い
需
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
需
要
に
合
わ
せ
、
生
花
業
者
が
花

束
加
工
を
し
や
す
く
、
生
産
者
も
従
来
栽
培
と

比
べ
て
労
力
を
軽
減
し
て
栽
培
で
き
る
ス
ー

パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
量
販
店
向
け

専
用
栽
培
が
県
下
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
信
地
区
で
は
、
本
格
的
に
栽
培
に
取
り
組

み
始
め
て
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
年
度
の

販
売
実
績
は
約
２
４
５
万
本
（
前
年
比
１
０
８

%
）
と
、
４
年
間
で
生
産
量
が
２
・
５
倍
に
拡

大
し
、
着
実
に
数
量
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　

立
毛
品
評
会
の
審
査
長
を
務
め
た
長
野
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
若
林
秀
行
所
長
は
「
上

位
入
賞
し
た
圃
場
は
一
般
管
理
が
行
き
届
き
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
、
草
姿
バ
ラ
ン
ス
、
葉
色
な
ど
が

優
れ
て
い
た
。
生
育
期
間
を
通
じ
た
肥
培
管
理

な
ど
一
層
の
工
夫
で
、
品
質
を
揃
え
商
品
化
率

を
高
め
て
欲
し
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
小
林
章
則
氏（
J
A
な
が
の
）

は
「
支
柱
の
改
良
、
適
度
な
間
引
き
な
ど
栽
培

を
工
夫
し
て
、
よ
り
多
く
出
荷
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

北
信
事
業
所
生
産
販
売
課
で
は
、
コ
ギ
ク
立

毛
品
評
会
を
活
用
し
、
産
地
全

体
の
品
質
・
出
荷
量
の
向
上
に

つ
な
げ
て
コ
ギ
ク
の
産
地
化

を
は
か
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
は
、
大
相
撲
幕
内
の
御
嶽
海
関
（
木
曽
郡
上
松
町
出

身
・
出
羽
海
部
屋
）
の
更
な
る
活
躍
を
願
い
、
化
粧
ま
わ
し
を
贈
り
ま
し
た
。

１
月
６
日
㈬
に
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
い
た
贈
呈
式
に
は
御
嶽
海
関
と
出
羽
海
親

方
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
大
槻
憲
雄
会
長
が
御
嶽
海

関
に
化
粧
ま
わ
し
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

化
粧
ま
わ
し
は
御
嶽
海
関
の
出
身
地
Ｊ
Ａ
木
曽
特
産
の
「
御
嶽
は
く
さ
い
」

の
出
荷
箱
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
し
て
、
赤
紫
色
を
基
調
に
銀
糸
で
「
御
嶽
」
の

文
字
と
御
嶽
山
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

大
槻
会
長
は
「
御
嶽
海
関
が
活
躍
さ
れ
る
こ
と
は
、
長
野
県
の
組
合
員
・
地

域
住
民
に
元
気
を
与
え
ま
す
。
今
後
も
順
調
に
白
星
を
重
ね
、
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
初
め
て
化
粧
ま
わ
し

を
贈
ら
れ
た
御
嶽
海
関
は
「
初
場
所
は
立
派
な
化
粧
ま
わ
し
に
恥
じ
な
い
成
績

を
残
し
た
い
」
と
新
入
幕
か
ら
２
場
所
連
続
と
な
る
勝
ち
越
し
を
誓
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
は
、
御
嶽
海
関
が
角
界

入
り
し
て
以
来
、
県
産
農
産
物
な
ど
を
贈
り
応
援

し
て
き
ま
し
た
。
化
粧
ま
わ
し
の
贈
呈
は
、
そ
の

一
環
と
し
て
「
幕
内
力
士
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す

活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
、
地
元
の
木
曽
地
域
を
は
じ

め
長
野
県
を
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
」
と
い
う
願
い

を
込
め
て
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
長

野
県
グ
ル
ー
プ
は
、
県
産
農
畜
産
物
な
ど
を
贈
り

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

御
嶽
海
関
の

更
な
る
活
躍
を
願
っ
て

〜
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
か
ら
化
粧
ま
わ
し
贈
呈
〜

北
信
事
業
所
生
産
販
売
課

J
A
長
野
県
グ
ル
ー
プ

アネモネを使ったブーケ作りに挑戦

きのこ料理を食べながら「キレイになるきのこの食べ方」
を聞く参加者

全農長野県本部北信事業所の宇都宮正喜
所長（左）と最優秀賞を受賞した小林章則氏
（右）

　

全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
は
、諏
訪
大
社
の「
御
柱
祭
」

（
正
式
名
称
「
式
年
造
営
御
柱
大
祭
」）
開
催
に
合
わ
せ
、
バ
ス

の
車
体
に
「
信
州
三
ツ
山
マ
ー
ク
」
と
「
信
州
力
」
を
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
ピ
コ
交
通
の
高
速
バ
ス
路
線
、
諏
訪
〜
新
宿
線
（
１
日

往
復
）
を
基
本
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
は
諏
訪
〜
大
阪

線
、
諏
訪
〜
飯
田
線
で
、
御
柱
祭
の
最
終
行
事
で
あ
る
上
社
宝

殿
遷
座
祭
の
６
月
15
日
ま
で
運
行
中
で
す
。

　

前
回
（
平
成
22
年
）
の
御
柱
祭
は
全
国
か
ら
約
１
９
２
万
人

が
訪
れ
、
今
回
は
こ
れ
を
上
回
る
来
訪
者
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
御
柱
祭
の
写
真
と
と
も
に
「
信
州
三
ツ
山
マ
ー
ク
」
と
「
信

州
力
」
も
注
目
さ
れ
、
県
産
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

「
信
州
三
ツ
山
マ
ー
ク
」と

「
信
州
力
」を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
！

〜『
信
州
諏
訪
御
柱
祭
』ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
運
行
中
〜

生
産
販
売
部

８
月
旧
盆
に
欠
か
せ
な
い「
コ
ギ
ク
」の
産
地
化
に
向
け
て

〜
北
信
コ
ギ
ク
立
毛
品
評
会
を
実
施
〜

○平成27年度 北信コギク立毛品評会 入賞者（敬称略）
賞 ＪＡ名 入賞者氏名 品種名

最優秀賞 な が の 小林　章則 赤魚（秋）
優 秀 賞 須 高 宮崎　慶志 金元宝（秋）
優 良 賞 中 野 市 渡辺　孝一 赤魚（秋）
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販
売
実
績
は
約
２
４
５
万
本
（
前
年
比
１
０
８

%
）
と
、
４
年
間
で
生
産
量
が
２
・
５
倍
に
拡

北
信
事
業
所
生
産
販
売
課
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
、
「
真

田
丸
」
の
放
映
が
始
ま
り
ま
し

た
。
信
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

気
の
高
い
歴
史
上
の
人
物
の
ド

ラ
マ
な
の
で
、
最
後
ま
で
し
っ

か
り
見
よ
う
と
決
め
て
い
ま
す
。

真
田
丸
が
話
題
に
な
っ
て
、
真

田
幸
村
と
い
う
名
前
が
実
名
で

な
い
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
実
名
は
「
信
繁
」
で
「
幸

村
」
と
い
う
名
は
大
坂
夏
の
陣

後
に
書
か
れ
た
『
難
波
戦
記
』

が
そ
の
始
ま
り
だ
そ
う
で
、

「
幸
」
は
真
田
家
の
代
々
に
用

い
ら
れ
て
い
る
字
で
す
が
、

「
村
」
の
由
来
は
明
確
で
は
な

い
と
か
。
ど
ん
な
意
味
が
あ
る

の
か
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

田
舎
の
規
模
の
小
さ
い
武
家
が
、

周
囲
の
大
き
な
勢
力
に
知
力
の

限
り
を
尽
く
し
て
対
抗
し
、
生

き
る
道
を
模
索
し
て
い
く
。
も

し
仮
に
大
坂
夏
の
陣
で
徳
川
家

康
を
真
田
信
繁
が
討
ち
取
っ
て

い
た
ら
、
信
州
は
今
と
は
大
き

く
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
長
野
県
は
存
在
し
な

か
っ
た
り
し
て
・
・
・
。

　

 

（
Ｙ
）

2月のテレビ・ラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

2/2㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳の学校給食への取り組み

2/5㈮ 10:30 SBCラジオ
坂ちゃんのずくだせえぶりでい内
「花のある純喫茶・坂橋克明」

信州産アネモネと
花にまつわるストーリー

2/9㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」
「信州の畜産・酪農家との
交流会」の様子

2/16㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 乳和食レシピの紹介

2/23㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 12,435 101 88 

果 実 34,331 109 106 

野 菜 花 き 71,823 119 111 

野菜種苗センター 164 105 104 

き の こ 16,347 94 101 

営 業 12,083 99 106 

生 産 販 売 部 計 147,182 110 106 

包 装 資 材 7,482 96 103 

生 産 資 材 9,634 106 108 

農 業 機 械 5,608 101 111 

施 設 住 宅 3,867 131 152 

生 産 購 買 部 計 26,591 105 112 

畜 産 10,265 116 105 

三 岳 牧 場 229 120 114 

SPF繁殖センター 203 96 96 

酪 農 14,032 102 104 

八 ヶ 岳 牧 場 210 90 102 

畜 産 酪 農 部 計 24,940 107 104 

燃料・ホームエネルギー 18,050 93 78 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 8,013 99 87 

生 活 10,077 96 95 

生 活 部 計 36,140 95 84 

長 野 県 本 部 計 234,852 106 92 

参考（A・コープを除く） 234,852 106 102 

平成27年度12月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

(内部販売高含む)

2月の動き▶

企 画 課 2月5日㈮
全農長野と青年部協議会との
意見交換会
JA長野県ビル

総務広報課 2月12日㈮・
13日㈯

「長野灯明まつり」
灯明なべの振る舞い
長野市中央通り

き の こ 課

実施中～
2月29日㈪

北欧風レシピで
おいしくきのこを食べよう
キャンペーン

畜産酪農部 実施中～
2月29日㈪

信州の畜産酪農キャンペーン
2015

畜 産 課 2月4日㈭ 2月期長野県中央家畜市場
長野県中央家畜市場

酪 農 課 2月1日㈪～
2月29日㈪ 農協牛乳「真田キャンペーン」

果実課　

信州の大地で育った巨峰のポッキー

ポッキー＜信州巨峰＞新発売 
のお知らせ

JＡオートパル・ＪＡ自動車整備工場

2016県下一斉

「春のわくわくドキドキ　モーターキャンペーン」

　江崎グリコ株式会社より、ポッキー＜信州巨峰＞が新
発売されます。
　信州で実った巨峰の果汁をたっぷり使った、香り高く、
コク深い味わいの贅沢なポッキーです。信州のおみやげ
にぜひご利用ください。

【商品名】ポッキー＜信州巨峰＞（信州地区限定発売）
【内容量】１５袋
【価　格】オープン価格

　春の需要期に合わせ、ＪＡオートパル・ＪＡ自動車整備工場では
「春のわくわくドキドキ　モーターキャンペーン」を開催中です。
　期間中に新車・中古車をお買い上げいただいたお客様に抽選で旅
行券・商品券をプレゼントします！
　また、「車検入庫促進キャンペーン」も同時に開催中、車検を実
施していただいたお客様に抽選でＪＡ特産物をプレゼントします！！
　お車の乗換え・車検は、ＪＡオートパルとＪＡ自動車整備工場に
ご用命ください。

商品の発売に合わせて、「地元
とつくる、地元ポッキー。」を
キャッチフレーズに専用のホー
ムページから情報発信がされま
す。右のＵＲＬまたはＱＲコー
ドからご覧ください。

キャンペーン期間 …… １月１日㈮～３月３１日㈭
実施店舗 ……………  県下ＪＡオートパル・ＪＡ自動車整備工場４５店舗
プレゼント品 ………… ● お車をお買い上げのお客様の中から

ハガキ応募・抽選で
Ｎツアー旅行券　４０本（２０，０００円分）
まごころ商品券　１００本（３，０００円分）
●車検実施のお客様の中から抽選で
ＪＡ特産物　１００名様

皆様のご来店を心よりお待ちしております！！！

掲示板
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com


